
























































































































































もし A さんと B さんが逆の立場であれば、B
さんは叱ることはない。また、新人が仕事で書
き物をしていて、先輩が昼食をとるとき一言声
をかけるのかというとかけない。上司に対して
は気遣いの言葉が必要だが新人には必要ない。
コミュニケーション能力の問題ではなくて、保
育園の体質に合わせられるかの問題。
・保育園によって求められるコミュニケーション
が異なる。いかに空気を読んで対応していくか
が課題。
考察
　本研究は、保育者に求められるコミュニケー
ション能力について、文献研究およびグループ・
インタビューを通じて明らかにすることを目的と
した。ここで、本研究で明らかになったことを整
理し、意義と課題について述べる。
　まず、保育者に求められるコミュニケーション
に関する先行研究は、４つに分類された。第１は、
保育者－保護者間のコミュニケーションに関する
研究、第２は、保育者－子ども間のコミュニケー
ションに関する研究、第３は、保育士養成校在学
生に対するコミュニケーション教育に関する研
究、第４は、若い保育者に求められるコミュニケー
ション能力の研究であった。
　次に、グループ・インタビューを通じて、「保
育者―保育者間に必要とされるコミュニケーショ
ン能力」について模索した結果、必要とされる保
育士間のコミュニケーション能力というものはな
く、保育園の体質によって求められるコミュニ
ケーションが異なるのではないかという議論に進
んだ。調査前は、保育者間に必要なコミュニケー
ション能力として、挨拶をする、伝えたいことを
簡潔に表現できる、話す・聞くというやりとりが
双方向にできる、会議で自分の意見を言える等々、
典型的な回答がでてくるのではないかと想定して
いた。しかし、予想に反し、すべての保育者に共
通して求められるコミュニケーション能力はな
く、各保育園の人間関係や組織風土等に合わせた
コミュニケーションが実際の保育現場では求めら
れていることが調査から分かった。
　このような知見は、保育者間のコミュニケー
ションが、保育者自身のメンタルヘルスや離職、
そして保育の質に関わる重要な示唆を含んでいる
のではないかと考えられる。例えば、保育園の人
間関係や組織風土に馴染めずコミュニケーション
がうまくいかなかった場合、孤立したり心身の不
調に影響することが十分考えられるだろう。
　以上のような考察をふまえ、次の課題を検討し
ていきたい。すなわち、「保育園の組織風土と保
育者間のコミュニケーションの在り方はどのよう
に関連しているか」を計量的・質的両方の手法を
用いて検討していく。今後は、さらに課題を具体
化し検証していきたい。
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